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伊
吹
山
麓
の
春す

い

照じ
ょ
う

に
停
車
場
（
駅
）
が

設
置
さ
れ
た
長
浜
・
関
ヶ
原
間
の
約
二
三

キ
ロ
の
関
ヶ
原
線
は
、
明
治
一
六
年
四
月

に
工
事
が
完
成
し
、
五
月
一
日
に
営
業
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
に
は
、
周
辺
の

村
々
か
ら
多
数
の
人
々
が
臨
時
作
業
員
と

し
て
参
加
し
て
、
鉄
道
景
気
が
起
こ
り
ま

し
た
。
春
照
の
集
落
中
心
部
を
貫
通
す
る

北
国

ほ

っ

こ

く

脇わ

き

往
還

お

う

か

ん

か
ら
春
照
駅
ま
で
の
専
用
道

路
が
敷
か
れ
、
こ
の
道
は
通
称
「
ス
テ
ン

シ
ョ
道
」（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
訛な

ま

り
）
で
、

近
代
文
明
の
象
徴
で
あ
る
鉄
道
駅
を
、
明

治
の
人
々
が
こ
う
呼
び
ま
し
た
。
駅
の
開

業
に
伴
っ
て
料
理
屋
や
宿
屋
・
馬
車
屋
が

開
業
し
、
の
ち
に
役
場
・
登
記
所
・
測
候

所
・
山
東
農
林
学
校
な
ど
が
道
沿
い
に
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
春
照
の
近
代
化
を
支
え

ま
し
た
。
い
ま
で
は
駅
の
痕
跡
は
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
ず
、
駅
に
あ
っ
た
跨こ

線せ

ん

橋き
ょ
う

は
、

関
ヶ
原
線
廃
止
の
の
ち
、
醒
ヶ
井
駅
へ
転

用
さ
れ
、
し
ば
ら
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
野
木
の
深
谷

ふ

か

た

に

に
操
車
場

が
設
置
さ
れ
、
藤
川
方
面
へ
の
山
間
部
を

越
え
る
た
め
の
後
押
し
用
の
機
関
車
が
常

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
二
年
に
開

通
し
た
長
岡
か
ら
の
短
絡

た

ん

ら

く

線せ

ん

は
こ
こ
で
合

流
し
、
明
治
二
四
年
に
貨
物
線
と
し
て
復

活
し
た
時
に
は
貨
物
停
車
場
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
辺
り
は
、
周
辺
か
ら
土
取
り
し

て
高
い
堤
の
上
を
線
路
が
走
っ
て
い
ま

す
。
線
路
の
下
に
は
、
河
川
を
通
す
た
め

の
ト
ン
ネ
ル
が
残
さ
れ
て
お
り
、
天
井
部

の
レ
ン
ガ
積
み
や
側
壁
の
石
積
み
は
見
事

で
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
二
階
構
造
に
な

っ
て
い
て
、
木
製
の
橋
を
掛
け
、
大
野
木

の
学
校
へ
通
っ
た
大
清
水
の
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

明
治
二
二
年
七
月
一
日
、
東
海
道
線
で

唯
一
船
便
に
頼
っ
て
い
た
長
浜
・
大
津
間

の
鉄
道
が
開
通
、
同
時
に
米
原
か
ら
長
岡

に
出
て
、
短
絡
線
を
使
い
深
谷
よ
り
関
ヶ

原
線
に
入
る
線
路
が
開
通
し
、
春
照
や
大

原
を
走
る
路
線
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

（
明
治
二
四
年
か
ら
二
九

年
ま
で
貨
物
線
と
し
て
再

利
用
）
。
米
原
を
通
過
す

る
新
橋
（
東
京
）
・
神
戸

間
の
東
海
道
線
全
通
で

す
。
交
通
の
要
衝
を
め
ざ

し
た
長
浜
は
、
そ
の
役
を

米
原
に
渡
し
、
以
後
、
国

内
有
数
の
「
鉄
道

て

つ

ど

う

町ま

ち

」
と

し
て
発
展
し
ま
す
。
し
か

し
、
深
谷
か
ら
関
ヶ
原
へ

出
る
ル
ー
ト
は
、
山
間
部

の
急
勾
配
と
、
冬
期
の
積

雪
に
悩
ま
さ
れ
、
東
海
道

線
最
大
の
難
所
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
明
治
三
二
年
、
勾
配
緩
和
と
将
来
の

複
線
化
を
視
野
に
、
現
在
の
柏
原
経
由
へ

の
改
良
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
れ
に
と

も
な
い
明
治
一
六
年
に
開
業
し
た
関
ヶ
原

線
の
全
ル
ー
ト
が
廃
止
と
な
り
、
線
路
が

撤
去
さ
れ
た
敷
地
を
長
浜
市
分わ

け

木ぎ

町ち
ょ
う

か
ら

東
上
坂
町
ま
で
馬
車
が
通
っ
た
た
め
、
い

ま
で
も
「
馬ば

車し

ゃ

道み

ち

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
市
内
に
は
現
在
五
つ
の
Ｊ
Ｒ
の

駅
が
あ
り
ま
す
が
、
近
江
長
岡
駅
は
、
明

治
二
二
年
に
米
原
駅
と
同
時
に
開
業
し
た

最
も
古
い
駅
で
す
。
鉄
道
駅
が
地
域
に
発

展
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
長
浜
や
春
照

で
み
た
と
お
り
で
す
。
実
は
、
こ
の
と
き

醒
井
が
鉄
道
駅
誘
致
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
古
代
東
山
道

と

う

さ

ん

ど

う

の
駅う

ま

家や

が
あ
り
、
江

戸
時
代
以
降
、
中
山
道

な

か

せ

ん

ど

う

の
宿
場
と
し
て
商

家
が
立
ち
並
び
、
輸
送
の
便
利
さ
を
訴
え

て
い
ま
す
。
長
岡
は
、
古
代
中
世
の
長
岡

荘
の
中
心
で
は
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代

以
降
は
全
戸
農
家
で
構
成
さ
れ
る
純
農
村

で
す
。
明
治
二
二
年
、
米
原
か
ら
深
谷
を

経
由
し
て
関
ヶ
原
に
路
線
が
変
更
さ
れ
た

と
き
、
機
関
車
の
運
行
を
助
け
る
た
め
に
、

中
間
地
点
に
あ
た
る
長
岡
に
駅
が
設
置
さ

れ
た
の
で
す
。
醒
井
の
請
願
は
以
後
も
繰

り
返
さ
れ
ま
す
が
、
明
治
三
三
年
の
柏
原

ル
ー
ト
へ
の
改
良
で
、
柏
原
駅
の
設
置
と

同
時
に
よ
う
や
く
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
期
に
は
、
東
京
・
ベ
ル
リ
ン
間

の
連
絡
切
符
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
敦

賀
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
経
由
す
る
も
の
で
す
。
東

京
・
敦
賀
間
は
「
米
原
経
由
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
明
治
一
六
年
、
国
内
で
い
ち

早
く
建
設
さ
れ
、
伊
吹
山
麓
を
走
っ
た
鉄

道
は
、
変
遷
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
大
陸

を
横
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
歴
史
文
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